
  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 相模原看護専門学校 

設置者名 公益財団法人相模原市健康福祉財団 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書（シラバス）として、授業・演習科目は「学習ガイダンス」、臨地実習は「臨

地実習要綱」を作成。 

 

授業計画書（シラバス）の作成過程 

領域担当が案を作成後、担当教員に確認、教員会議にて検討・承認。 

 

授業計画書（シラバス）の作成・公表時期 

作成は 1 月～3 月に行い、入学時に「学習ガイダンス」、「臨地実習要綱」を配布。入

学時のオリエンテーションや各科目の開始時に説明を行っている。 

授業計画書の公表方法 電話等で予約後、単位認定規程を本校にて開示。 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

【授業科目の評価】 

・学則、単位認定規程に基づいて評価している。 

学則 

（授業科目の評価および単位修得の認定） 

第９条 授業科目の評価は、授業科目における出席時間数が規定時間数の３分の２以

上の者について、学科試験またはこれに準ずるもの、および臨地実習の成績

によって行う。 

２ 単位修得認定は、60点以上を合格とする。 

３ その他 単位修得の認定に関し必要な事項は、単位認定規程に定める。 

単位認定規程 

（授業科目の評価および単位認定） 

第７条 授業科目の評価は、所定の授業時間を取得した科目について試験により行

う。 

２ 試験については、筆記試験、口頭試験、レポート、演習評価等により、講師の

指定する方法で行う。 

３ 試験は原則として、１科目１試験とする。但し、複数講師の場合はこの限り

ではない。 

４ 筆記試験は原則として、１試験５０分とする。 

５ 試験の評価は、１００点満点で６０点以上を合格とする。複数講師の場合は、

担当授業時間数に応じて配点を決め、各試験の合計点６０点以上を合格とす

る。 

６ 当該年度に配当された科目評価で合格した科目については単位認定会議の審

議を経て、単位認定を行う。 



  

（臨地実習の評価および単位認定） 

第８条 臨地実習の評価は、所定の実習が終了し、実習記録が提出された後、担当教

員が実習評価表の項目に基づいて行う。 

２ 臨地実習は、１科目１００点満点とし、６０点以上を合格とする。 

３ 基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱに合格し４単位を修得した者が、その後の専門領域の実習

を行うことができる。 

 

（成績の評価） 

第１７条 学則第９条に規定する成績評価は次のとおりとする。 

判 定 成 績 評 価 

合 格 

80点～100点 

70点～ 79点 

60点～ 69点 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

不合格 60点未満 Ｄ 

 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

学年別に平均点 100点満点を 5点刻みにした指標に該当する人数を把握し、半期毎に

学生本人の平均点と共に公表。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
電話等で予約後、単位認定規程を本校にて開示。 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

【卒業認定に関する方針】 

・学則に基づいて認定している。 

学則 

（卒業の認定） 

第２４条 校長は、第４条の修業年限を在学し、別表に定める教育課程のすべての単

位を修得した者に対して、卒業認定会議において卒業の認定を行う。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
電話等で予約後、学則を本校にて開示。 

 


